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研究成果の概要（和文）：　海外駐在者の妻のストレス反応に関連する要因の特徴と支援ニーズを明らかにする
とともに、コミュニティ支援としてポジティブ思考促進のためのテーマを設定したワールド・カフェを試行・評
価した。【方法】Web調査とインタビュー、ワールド・カフェを実施し量的・質的に分析した。【結果】ストレ
ス反応は、未就学児を有し、外出しにくい等の環境要因があったとしても、相談者や人との付き合いによって低
減していた。また、海外生活の中で社会的役割を獲得し、ネットワークを作っていた。また、自己の体験を意味
づけし、新たな価値観を得ていた。ワールド・カフェ参加者は、互いの体験に共感し、安心感を得るとともに、
自信を得ていた。

研究成果の概要（英文）：Factors associated with stress responses and the need for support of wives 
accompanying their husbands stationed overseas were examined in an internet survey and interview. 
Trials of a World Cafe; with a theme of positive thinking were performed and the efficacy of this 
approach was analyzed based on the content of the responses and questions of wives.【Results】Stress
 responses of wives were reduced by the presence of counselors or a relationship with others, even 
though wives had factors such as having preschoolers or difficulty going out. Wives had obtained 
social roles in their life abroad and had created networks outside their family. They were also 
developing an understanding of the meaning of their own experiences and gaining new values. Wives 
who attended the World Cafe; could sympathize with each other's experiences and gained peace of mind
 and confidence. These findings show that the World Cafe; provided these wives with an opportunity 
to network and identify their goals.

研究分野： 公衆衛生看護学

キーワード： 海外派遣労働者の配偶者　コミュニティ支援　生活適応要因　ストレス反応　生活適応プロセス

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　毎年2～3万人の夫の海外赴任に同行する配偶者が存在するにもかかわらず、予防的な視点からの研究は僅少で
あった。ストレス反応に関連する要因の特徴や、海外生活における体験をポジティブにとらえて意味づけをする
こと、役割を獲得することなど、渡航前の配偶者自身が予測的に認識することができると、自己を客観的にとら
えることにつながると考える。そして、配偶者同士の自助につながる可能性がある。また、企業の人事担当者、
産業保健担当者にとっては、海外派遣労働者及びその配偶者への研修・教育の資料となる。
限界として、量的研究におけるサンプルサイズが小さいことであり統計学的分析に課題がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 日本の経済活動を担う海外派遣労働者に伴い海外生活を選択、または余儀なくされている配
偶者は約 9 万人、毎年 2～3 万人が新たに派遣に同行していると推計され、日本経済団体連合会
は配偶者支援の重要性を示している１）。 
 海外派遣労働者よりも配偶者は異文化への適応が困難 2)であるといわれており、配偶者が心の
問題を抱え 3)、また、症状として疲労感や睡眠不足等の自覚症状を有している事例も多い 4,5)。し
かし、異文化への適応は時間とともに文化変容カーブを示す 6)ともいわれ、時間的経過とともに
適応の指標となる心身の健康状態も変化すると推察される。生活適応の関連要因として、ソーシ
ャルサポート、キャリア中断、性格や語学力などの個人特性、生活への満足度の低さが示されて
いる 7,8)。しかし、経年変化を含めた配偶者の適応の特徴について明らかにしたものはないため、
支援の方向性の示唆を得るための予測モデルがないことが課題の一つと言える。よって、エンパ
ワメントの視点からの支援ニーズを明らかにし、支援の方向性を検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、配偶者における生活への適応と関連する要因の経年的特徴および支援ニーズを明
らかにするとともに、複数のコミュニティ支援方法を利用し評価することにより、配偶者のエン
パワメントにつながる支援方法を検討することを目的とした。 
 この目的に対し、課題 1：配偶者の生活への適応状況及び関連要因の特徴・経年変化の明確化
と予測モデルの構築、課題 2：配偶者の生活への適応プロセス及び帯同経験の意味の明確化、課
題 3：配偶者の支援ニーズの明確化、課題 4：コミュニティ支援の試行と評価の 4 つを設定した。 
 
３．研究の方法 
（1）課題 1：配偶者の生活への適応状況及び関連要因の特徴・経年変化の明確化と予測モデル
の構築 
 1 回目 2016 年 12 月～2017 年 1 月に 1 年以内に夫の海外赴任に同行して渡航予定の配偶者お
よび海外生活を送っている配偶者を対象にインターネット調査を実施した。1 回目回答者に対し
2017 年 12 月～2018 年 1 月に 2 回目のインターネット調査を実施した。1 回目の調査において、
職業性ストレス簡易調査票を用いたストレス反応とコミュニティ参加の関連、決定木分析によ
りストレス反応と要因の特徴を分析した。 
（2）課題 2：配偶者の生活への適応プロセス及び帯同経験の意味の明確化 
 2017 年 7～8 月に、H・I 国滞在中の配偶者に対し、インタビュー調査を行い、ライフストーリ
ー分析を行った。 
（3）課題 3：配偶者の支援ニーズの明確化 
 課題 1 で実施したインターネット調査から、自由記述部分を取り出し、渡航前の不安と渡航後
の困りごとを抽出し、カテゴリー化した。 
（4）課題 4：コミュニティ支援の試行 
 A 国配偶者に対し、ポジティブ思考を促す試みとしてワールド・カフェを実施し、参加者の発
言と実施後の自由記述について、KJ 法を用いて分析した。 
 
４．研究成果 
（1）課題 1：配偶者の生活への適応状況及び関連要因の特徴・経年変化の明確化と予測モデル
の構築 
 先行研究で示されている未就学児の有無、言葉の不自由さの認識、滞在年数の 3 要因と職業性
ストレス尺度におけるストレス反応との関連では、未就学児を有し、言葉の不自由さの認識があ
る滞在期間 1.5 年以下の配偶者は、不安感と抑うつ感が高かった。1.5 年以上滞在の配偶者にお
いては、未就学児がおり、かつ言葉の不自由さを認識しても、ストレス反応には関連がなかった。 

ストレス反応と関連要因の特徴について、外出や買い物のしにくさの生活環境と言葉の不自
由さの認識、未就学児が
ある場合にストレス反
応にネガティブにはた
らくものの、相談者がい
る場合やコミュニティ
参加を有する配偶者、3
か月以上の海外生活の
経験はストレス反応を
軽減させる可能性を有
していた。結果として示されたこととして、現地において人との付き合いがあり、言葉の不自由
さを認識しても相談者がいる配偶者は活気が高かった。また、疲労感は、3 か月以上の海外生活
の経験がなく、滞在期間 4.42 年を超える配偶者に高かった。一方で、海外生活の経験があった
としても、コミュニティ活動への参加がない配偶者は疲労感を示していた。不安感は、外出しに
くい環境であること、言葉の不自由さの認識がある配偶者に高かった。更に、抑うつ感は、言葉
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図1. 抑うつ感（職業性ストレス簡易調査票）に関連する要因の特徴 N=245
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の不自由さを認識していると高く、相談者がいるよりもいない配偶者の方が抑うつ感を示す割
合は高かった。一方で、言葉の不自由さを認識していないが、買い物がしにくい環境であっても
抑うつ感が高かった。外出がしにくい環境の配偶者においてはイライラ感を示す者が最も高か
ったが、外出がしやす
くても未就学児がお
り、渡航前に 3 か月以
上の海外生活の経験
のない配偶者もイラ
イラ感を示していた。 
 経年変化では、スト
レス反応 2016 年と
2017 年の調査において、有意な差はなかった。相談者やコミュニティ参加の変化をみると、2 年
未満の滞在者については、2016 年に相談相手がいない配偶者は 33.3％であったが、2017 年には
8.3％と減少していた。また、日本人友人との付き合いを有する配偶者が 2017 年には減少してい
た。ただ、夫の現地会社関係者との付き合いは増加している傾向にあった。 

2016 年の 4 年以上滞在者においては、人との付き合いがある配偶者が 2017 年よりも増加して
いた。また、調査両年とも相談者もコミュニティ参加もなく、また夫以外の関わりがない配偶者
は約 15％存在した。滞在 1～3 年未満になると、相談者を有する配偶者は増加し、日本人友人と
の付き合いを有する配偶者は減少していた。人との付き合いはストレス反応を低減させる可能
性があるものの、付き合いの難しさから関係を整理していく可能性も考えられる一方で、グルー
プでの活動への参加を通して親しい配偶者を見つけている可能性が示された。 
 対象者数が少ないため統計的に課題はあるが、未就学児の有無や言葉の認識、外出や買い物の
しにくさはストレス反応との関連が示される一方で、コミュニティ活動への参加や相談者の有
無によって軽減につながることも示された。コミュニティ参加や相談者との関わりを有するこ
とで、同じような経験の共有や、安心感を得ることができるのではないかと推測される。また、
海外生活や渡航前までの就労経験は、たとえ就学児がいたとしても生活の場の受け止めや柔軟
さを得る機会となっているのではないかと考えられる。よって、このような生活環境や個人要因
を有する配偶者は、渡航後の初期段階にネットワークを形成する機会が必要ではないかと考え
る。 
  
（2）課題 2：配偶者の生活への適応プロセス及び帯同経験の意味の明確化 
 12 人のインタビュー調査を行っ
た。 

子育て期にある妻は、現地での交
友関係を通してネットワークを築
いていた。また、H 国の婦人会での
役割、I 国の文化遺産を学んで子ど
も達に伝えるボランティア活動な
どの社会的役割を得ていた。家族以
外のソーシャルネットワークを持
つことは、前向きな気持ちや低い自
己肯定感を回避するうえで重要で
あると考える。 

また、日本と異なる環境の中で、
自分の思いと反する状況に置かれ
た場合、海外生活に特化した新た
な価値観や人生観を得ていた。一
方で、自己決定感を失うこともあ
り、渡航前と渡航後の自己概念を
統合し、新たなアイデンティティ
を確立していく困難さが示され
た。社会的、文化的な制約を受けな
がら、自己の生涯キャリアにおけ
る海外生活の意味づけをいかに行
うのか、立ち止まって考える機会
を得ることの重要性を配偶者に認
識してもらえるような研修等が必
要ではないかと考える。（研究協力者 鈴木清美） 

イライラ感
Yes  88（35.9）
No 157（64.1）

Yes 115（59.9）
No 77（40.1）

Yes 42（79.2）
No 11（20.8）

外
出
の
し
や
す
さ

Yes 71（67.1）
No 35（33.0）

Yes 44（51.2）
No 42（48.8）

未
就
学
児

Yes  53（73.5）
No 19（26.4）

Yes 18（52.9）
No 16（47.1）

有

無

有

無

3
か
月
以
上
の

海
外
生
活
経
験

図2. イライラ感（職業性ストレス簡易調査票）に関連する要因の特徴

図 3．I-4 氏の適応プロセス 
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（3）課題 3：配偶者の支援ニーズの明確化 
 渡航前では、治安や社会情勢に関する不安を抱えている配偶者が多かった。一方、滞在中の配
偶者では、日本の商品や類似品の手に入りにくさや交通手段の制限などの生活環境への困りご
とが示されたが、治安や情勢不安による記述はなかった。 
医療に関することでは、渡航前では漠然とした現地の医療事情に関する不安、感染症罹患につ

いての不安、言語への不安が示された。しかし渡航後は、問題が起きた時の現地語での対応の困
難さや不妊治療の情報が得られないなどの特別な医療情報の取得に関する困りごとが記述され、
より具体的に示された。 
渡航前では、現地の人との関係づくりや現地日本人との関係づくりに関する不安が記述され

た。滞在後も関係作りに関する困りごとが示され、渡航前配偶者よりもより多く困りごとを抱え
ていた。特に、相談者がいない、子育てや家事の協力者がいない、心を開ける友人がいないなど
の記述がみられた。また、孤独感や不安感、肯定的な評価が得られないことなど、不安定さを抱
えていた。子に関しては、現地生活の長い子のアイデンティティとの向き合い方に関する困りご
とが記述されていた。 
 渡航前にインターネットで情報を得ることは可能であるが、記述されている主なものは日本
人向けの生活情報ではなく、観光情報や事件である。情報を得たとしても現地生活のイメージが
つかず、漠然とした不安が記述されたと推測される。一方で、インターネットによる情報過多に
よって自己消耗するおそれもある 9）ことから、情報提供の選択時期と内容のスケジューリング
も必要かもしれない。渡航前には企業格差が生じることがないよう、企業の枠を超えた支援体制
とピアコミュニケーションの機会が必要であると考える。 
生活環境への馴化は体験やソーシャルサポートによって促進されてはいくが、渡航後の人と

の関係に悩む配偶者が多いこと、相談者や心を開ける友人がいないことなどから、配偶者は自己
の行動特性について向き合うとともに、現地での居場所づくりへの支援も検討する必要がある
と推測する。尚、近年の世情の不安定さによって、渡航後の治安や世情の不安が調査時期よりも
増大している可能性が高いと考える。 
 
（4）課題 4：コミュニティ支援の試行 
 ポジティブ思考を促進させるためのテーマを設定したワ
ールド・カフェを実施し、207 個のポジティブな表現が記述
された。参加者は 18 名だった。 
 A 国のよいところとして、日本に近い生活を送れることを
含め、広い住居環境や習い事のしやすさなど、生活がしやす
い環境があげられた。また、優しい人が多い、様々な文化に
出会える、他の人の力で助けられている、とよいところを見
つけていた。 
 できたこと、頑張ったこととして、できなかったことがで
きるようになった、積極的に行動するようになった、ゆった
りと時間を過ごせるようになった、心の広がりを持つことが
できた、いろんな場に参加できたなどが記述された。 
 調査票から、参加で得られたこととして、ネガティブ思考
になりがちだったが、割とできたこともあるんだと自信にな
り、また考え方の切り替えや自己を肯定していいことの気づ
きが生まれた。 
 複数人で「できたこと」について話をすることは、普段話
す機会のない自己の気持ちや頑張っていることへ意識を向
けることによって自己肯定感につながり、自信になっている
と考えられた。また、他者がうまく生活できているように見
えても同じ悩みを抱えていることに気づき、安心や励みにつ
ながっていたと考えられる。 
 
（5）総合考察 
 サンプルサイズが小さいため統計学的分析には課題があるが、生活への適応状況については、
滞在年数に加えて個人の特性や環境要因が互いに影響し合っていることが示された。たとえ、外
出のしやすさや買い物のしやすさなどの生活環境、また未就学児を有することなどの配偶者が
コントロールできない要因があったとしても、相談者や現地においての人との付き合いがない
と、ストレス反応を高める可能性があることが示された。しかし一方で、人との関係は、配偶者
にとって負荷となる可能性も示している。その理由の一つとして、日本での生活と比較し、自己
効力感を得られてないことや、限られた環境の中で気の置けない仲間を見つけることのできな

図 5.ワールド・カフェの様子 

図 6.ワールド・カフェでの作成物 



い辛さがあると推察される。課題 4 でワー
ルド・カフェ形式のコミュニティ支援を試
行したが、自己の生活を肯定的に捉えるこ
とは、生活への適応を促進させる可能性が
あると考えられる。特に、本研究の課題 1 で
明らかになった外出のしにくい環境や未就
学児を有する配偶者が渡航後初期段階でネ
ットワークづくりの場に参加することは、
親しい関係をつくれる同じ立場の配偶者を
探せる可能性がある。他方、ストレス反応に
関連する要因として言葉の不自由さの認識
が示されたが、現地語能力よりも目標達成
感等の満足度がソーシャルスキルの向上
や異文化適応に影響している 10,11)という
報告や、課題 2 のインタビューの結果か
ら、配偶者のエンパワメントには、生活へ
の目標や役割を見出すことの重要性を認
識することが必要であると考えられる。よ
って、ポジティブ思考を促す会の開催は、
配偶者のエンパワメントを促す方法のひ
とつとして有効といえる。 
 本研究では、当初予定していた Web で
の会の開催を見合わせた。世情が悪化した
影響を考慮して実施を見合わせたが、現在
新型コロナウイルス感染症の不安の中に
おいて、この Web での会の開催も今後有
効な手段となると考える。開催時間や募集
方法、1 回の参加人数について課題はある
が、他国の参加者との交流を図ることも可
能となる。今後、Web 会議システムやグル
ープワークが可能なシステムを導入し、会
の開催を検討したい。 
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得られたこと コード
ちょっぴり自信 ▶ネガティブ思考になりがちだったが、考えて

みるとできたことも割とあるんだなと少し自信
になった。
▶生活できるだけでもすごいことだと自信に
なった。

考え方の切り替
え

▶少しポジティブに考えることができた。
▶追い込まれれば何とかなると切り替える。

自己を肯定 ▶タクシーに一人で乗れたのでも、自分をほめ
ていいと気づけた。

振り返りによる
自己の気づき

▶客観的に今までの自分を見直すことができた。
▶度胸がついたと気づいた。
▶これからの目標を考えることができてよかっ
た。
▶なかなか頑張っていることを表現できなかっ
た。積極的にチャレンジしようと思った。
▶案外自分が図太い神経だったと気づけた。
▶言語に不安があったが、いざとなるとどうな
にかる度胸の大きさが備わっていることに気づ
けた。
▶できていることを表現したことで、自分で
思っていたよりも行動力や積極性が高くなって
いると知った。

Ａ国のよいとこ
ろ

▶Ａ国のよい面を再認識できた。

表 1．グループでの対話で得られたこと 
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